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Ⅰ.調査概要 

１．調査の目的 

地域特性を考慮して岡崎市の多文化共生推進に係る取り組みを計画的に展開していくために、多文化

共生に関する市民意識と在住外国人の生活状況をアンケート調査により把握することを目的に実施し

た。 

２．調査の概要 

① 調査対象者 

（１）外国人市民 

2,000 人 

韓国・朝鮮国籍を除く満 18 歳以上の外国人市民から無作為抽出 

（２）日本人市民 

1,000 人 

満 18 歳以上の日本人市民から無作為抽出 

② 調査期間 

令和６年９月 24 日から令和６年 10 月 18 日まで 

③ 調査方法 

・郵送配布、郵送回収及びインターネット回答 

※外国人市民の調査票は、やさしい日本語版と外国人版（ポルトガル語、中国語、フィリピノ語、

ベトナム語、スペイン語、英語）を使用 

３．調査票の回収状況 

 

 外国人市民 日本人市民 

標本数 2,000 1,000 

有効回収数 650 514 

有効回収率 32.5％ 51.4％ 
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４．標本誤差 

標本誤差は、以下の式で得られ、比率算出の基数（ｎ、回答者数）、回答の比率（ｐ）によって誤差範

囲が異なる。回答比率は、ある設問の１つの選択肢に得られた回答者の割合である。定数 1.96 は、信頼

率 95％と設定した場合の定数である。 

 

 

 

 

 

この計算式に従って算出される本調査の標本誤差は以下のとおりとなる。 

    ｐ 

ｎ 

90%または 

10％程度 

80%または 

20％程度 

70%または 

30％程度 

60%または 

40％程度 
50％程度 

外国人 

市民 

650 ±2.25% ±2.99% ±3.43% ±3.67% ±3.74% 

300 ±3.35% ±4.47% ±5.12% ±5.48% ±5.59% 

100 ±5.86% ±7.81% ±8.95% ±9.56% ±9.76% 

日本人 

市民 

514 ±2.59% ±3.46% ±3.96% ±4.23% ±4.32% 

300 ±3.39% ±4.52% ±5.18% ±5.54% ±5.66% 

100 ±5.88% ±7.84% ±8.98% ±9.60% ±9.80% 

※標本誤差の母集団数（Ｎ）は、統計上、対象者数が把握できないため、外国人市民については韓

国・朝鮮国籍を除く全外国人市民数、日本人市民については 18 歳以上の人口を用いて仮に算出 

 

５．報告書の見方 

・基数となるべき実数（ｎ）は、設問に対する回答数を表す。 

・集計した数値（％）は、小数第２位を四捨五入し、小数第１位まで表示している。そのため、質問に

対する回答の選択肢が一つだけの場合、選択肢の数値（％）をすべて合計しても、四捨五入の関係で

100％にならないことがある。 

・回答者数を分母として割合（％）を計算しているため、複数回答の場合には、各選択肢の割合を合計

すると 100％を超える。 

 

  

標本誤差

Ｎ=母集団数 

ｎ=比率算出の基数（回答者数） 

ｐ=回答比率 
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Ⅱ.調査結果の概要 

１．外国人市民 

・半数以上が 10 年以上日本に住んでいる。（問５） 

・５年より長く岡崎市に住んでいる人の８割以上が、岡崎市は生活するのに良いまちだと思っている。

（問６） 

・９割以上が岡崎市に住み続けたいと思っている。（問７） 

・岡崎市が外国人も住みやすいまちになるために必要なこととして、職場での平等な待遇や、言語面の

サポートに関する要望が多くみられた。（問８） 

・自分や家族に関する心配事としては、「自分が年を取ったときの生活について」が最も多く、具体的な

内容として、経済面や健康面における将来の不安が顕著となっている。（問９、問 10） 

・日本語の会話理解力としては、半数以上が「普通の生活で使う会話ができる」としている。全く聞き

取れない人は少なく、ほとんどが何らかのレベルで日本語を理解していることがうかがえる。（問 11） 

・日本語の能力として、大半の回答者が基本的なコミュニケーションは可能であることがうかがえる。

（問 12） 

・日本語教室における学習意欲として、半数以上が学びたいと回答している。学習形態としては、ボラ

ンティアが行う無料の日本語教室が最も選ばれている。（問 13、問 15） 

・およそ４割が日本語教室を知らないと回答している。（問 14） 

・翻訳や通訳が必要な場面としては、医療や行政サービスに関する場面で特にニーズが高いことがうか

がえる。（問 16） 

・自分の国の言葉で日常生活に必要な情報を得る手段としては、知り合いや友人からの情報が最も多い。

（問 17） 

・５割以上が岡崎市のホームページを見ている。一方で、見ても分からないので使っていないという回

答は２割以上となっている。（問 18） 

・近隣の日本人との付き合いについては、挨拶をする程度の関係が最も多い。付き合いがないという回

答は１割程度となっており、何らかの形で日本人と交流をしていることがうかがえる。（問 19） 

・日本人との今後の付き合いについての意向では、付き合いたいという回答が６割以上であり、消極的

な回答が少ないことから、日本人との交流に前向きであることがうかがえる。（問 20） 

・半数以上が何らかの形で地域行事に参加している。参加していない理由としては、行事のお知らせが

なかったという回答が最も多い。（問 21、問 22） 

・９割以上が健康保険や年金に加入している。（問 23） 

・子どもの教育に関する心配事としては、言語面や経済面、いじめなどが多い。（問 26） 

・災害に対する準備状況としては、避難所の確認や物資の準備などの個人でできる基本的な備えは行わ

れているものの、防災の練習への参加などの積極的な活動の参加は限定的であることがうかがえる。

（問 27） 

・防災情報の入手手段としては、インターネットの利用が最も多く、また、主に家族や親戚を頼りにし

ている。（問 28、問 29） 
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２．日本人市民 

・近隣の外国人との付き合いについては、半数以上が近隣に外国人が住んでいないか、住んでいること

を知らないと回答している。また、実際に外国人が近隣に住んでいる場合においても、親しく付き合

っているという回答は非常に少ない。（問４） 

・地域や職場での外国人との関わりにおける戸惑いの有無については、外国人と関わりがあっても、問

題を感じていないという回答が多い。戸惑いを感じている人の具体的な内容としては、コミュニケー

ション不足や、文化や価値観の違いをはじめ、地域社会との関わりに関する課題が多くみられた。（問

５、問６） 

・地域で暮らす外国人に期待することとしては、日本の法律やルールを守ることや、日本の習慣や文化

を理解することへの期待が多くみられた。（問７） 

・岡崎市に在住する外国人が増えることについては、望ましいとする回答としては、文化交流や経済的

なメリットが多く、望ましくないとする回答としては、治安やトラブルに関する懸念が多い。（問８） 

・日本人と外国人との円滑な共生をするための取組として、生活ルールを教えることが重要視されてい

る。（問９） 

・７割程度が国際交流への関心がないと回答している。（問 10） 

・国際情勢や外国の文化への関心ごととしては、地球環境に関することが最も多い。（問 11） 

・国際理解の増進を図る取組として、子どもへの国際理解教育の充実を最も重要視している。（問 12） 
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Ⅲ.外国人市民の調査結果 

１．回答者の属性 

質問１ 性別 ※自分で思う性別でもいいです（単一回答） 

「女」が 58.6％、「男」が 40.9％となっている。 

 

質問２ 年齢（単一回答） 

「40～49 歳」が 27.8％と最も多く、次いで「30～39 歳」が 27.5％、「18～29 歳」が 24.5％となって

いる。 

 

質問３ 国籍・あなたのパスポートにかいてある国（単一回答） 

「ブラジル」が 29.2％と最も多く、次いで「フィリピン」が 19.8％、「ベトナム」が 16.3％となって

いる。 

  

①

40.9 ②

58.6 

③

0.2 

④

0.3 

（n=650）

① 男

② 女

③ どちらでもない

④ 無回答

①

24.5%

②

27.5%

③

27.8%

④

14.0%

⑤

2.6%

⑥

1.4%

⑦

1.7% ⑧

0.5%

（n=650）

① 18～29歳 ② 30～39歳

③ 40～49歳 ④ 50～59歳

⑤ 60～64歳 ⑥ 65～69歳

⑦ 70歳より上 ⑧ 無回答

①

29.2%

②

19.8%
③

16.3%

④

15.7%

⑤

4.6%

⑥

2.5%

⑦

2.3%

⑧

2.0%

⑨

0.6%

⑩

1.2%
⑪

5.2% ⑫

0.5%

（n=650）

① ブラジル ② フィリピン

③ ベトナム ④ 中国

⑤ ネパール ⑥ インドネシア

⑦ タイ ⑧ ミャンマー

⑨ スリランカ ⑩ ペルー

⑪ それ以外の国 ⑫ 無回答
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質問４ 現在の在留資格（単一回答） 

「永住者」が 43.8％と最も多く、次いで「定住者」が 13.4％、「技能実習」が 9.7％となっている。 

 

 
 

質問５ あなたは、日本に、合わせて何年住んでいますか？（単一回答） 

「20 年以上」が 27.4％と最も多く、次いで「５～９年」が 22.3％、「１～４年」が 18.2％となってい

る。 

10 年以上日本に住んでいる外国人市民の割合（「10 年～14 年」と「15～19 年」と「20 年以上」の合

計）は５割以上（52.8％）となっている。 

 

  

①

43.8%

②

13.4%

③

0.2%

④

7.4%

⑤

6.9%

⑥

4.9%

⑦

9.7%

⑧

4.0%

⑨

1.4%

⑩

1.4%

⑪

2.0%

⑫

1.4%
⑬

0%
⑭

1.1%
⑮

0.8% ⑯

0.5%

⑰

1.2%
（n=650）

① 永住者 ② 定住者 ③ 特別永住者

④ 技術・人文知識・国際業務 ⑤ 日本人の配偶者 ⑥ 家族滞在

⑦ 技能実習 ⑧ 特定技能 ⑨ 永住者の配偶者等

⑩ 留学 ⑪ 特定活動 ⑫ 技能

⑬ 経営管理 ⑭ 介護 ⑮ 高度専門職

⑯ その他 ⑰ 無回答

①

6.3%

②

18.2%

③

22.3%
④

9.2%

⑤

16.2%

⑥

27.4%

⑦

0.5%

（n=650）

① １年未満

② １～４年

③ ５～９年

④ 10年～14年

⑤ 15～19年

⑥ 20年以上

⑦ 無回答
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５年より長く岡崎市に住んでいる方にお聞きします。 

質問６ あなたは岡崎市は生活するのに良いまちだと思いますか？（単一回答） 

『思う』と回答した外国人市民の割合（「思う」と「少し思う」の合計）は８割以上（83.4％）となっ

ている。 

『思わない』と回答した外国人市民の割合（「思わない」と「少し思わない」の合計）は 4.3％となっ

ている。 

 

質問７ 岡崎市に住み続けたいですか？（単一回答） 

『思う』と回答した外国人市民の割合（「思う」と「少し思う」の合計）は９割以上（91.0％）となっ

ている。 

『思わない』と回答した外国人市民の割合（「思わない」と「少し思わない」の合計）は 3.6％となっ

ている。 

 

  

①

61.4%②

22.0%

③

3.1%

④

1.2%

⑤

1.2%

⑥

2.9% ⑦

8.2%

（n=650）

① 思う

② 少し思う

③ あまり思わない

④ 思わない

⑤ その他

⑥ 分からない

⑦ 無回答

①

76.8%

②

14.2%

③

2.5%

④

1.1%

⑤

0.9%

⑥

3.4%
⑦

1.2%

（n=650）

① 思う

② 少し思う

③ あまり思わない

④ 思わない

⑤ その他

⑥ 分からない

⑦ 無回答
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質問８ 岡崎市が外国人も住みやすいまちになるために必要なことは何だと思いますか？（複数回答） 

「日本の外から働きに来た人も、日本人と同じように会社から健康や生活へのサービスが受けられる」

が 50.9％と最も多く、次いで「会社で日本人が日本人以外の人に対する間違った思い込みや意地悪がな

くなる」が50.6％、「生活に必要な情報や、楽しい情報を日本語以外の言語でもおしえてくれる」が49.2％

となっている。 

 

  

49.2 

40.0 

34.8 

35.1 

28.9 

29.5 

23.7 

23.5 

18.8 

20.0 

30.0 

50.6 

46.6 

50.9 

37.7 

30.8 

9.5 

4.2 

0.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

生活に必要な情報や、楽しい情報を

日本語以外の言語でもおしえてくれる

お店や市役所などで、日本語以外の言語で

書いてあり読めるようになる（生活・交流）

日本人と一緒に楽しめるイベントがある

市役所が、日本人でない子供や海外から

勉強をしに来た学生を助けてくれる

日本人でない人を助けてくれるグループや

ボランティアグループが助けてくれる

市役所が、住む家を探すのを手伝ってくれる

市役所が、住む家を用意してくれる

色々な国の子供たちが一緒に日本語以外の

言葉で勉強できる学校が岡崎市にできる

自分の国の言葉で勉強できる学校が市内にある

岡崎市の外の学校に通う学生のために、

市役所が通学費をだしてくれる

岡崎市の学校で通訳ができる人を増やしてくれる

会社で日本人が日本人以外の人に対する

間違った思い込みや意地悪がなくなる

会社で日本人が、日本の外から働きに来た人も、おなじ日本で

暮らす仲間として、日本人と同じように考えてくれる

日本の外から働きに来た人も、日本人と同じように会社から

健康や生活へのサービスが受けられる

会社が日本の外から働きに来た人に日本語を教える

日本の外から働きに来た人が、近所に住む日本人と知り合いに

なりながら生活できるよう、会社がお手伝いをする

その他

なにが必要かわからない

無回答

（n=650）
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質問９ 自分のこと、家族のことで、心配していることは何ですか？（複数回答） 

「自分が年を取ったときの生活について」が 53.2％と最も多く、次いで「自分の病気、家族の病気」

が 43.5％、「年を取った自分の親の生活を助けること」が 35.1％となっている。 

 

 

問９で「４. 自分が年を取ったときの生活について」を選んだ方にお聞きします。 

質問 10 その生活で心配なのは、特にどのようなことですか？（複数回答） 

「生活していくためのお金があるかどうか」が 78.9％と最も多く、次いで「健康」が 70.2％となって

おり、この２つが突出して多い。 

 

 

  

35.1 

43.5 

32.9 

53.2 

14.6 

24.5 

10.9 

9.5 

7.4 

1.4 

0.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

年を取った自分の親の生活を助けること

自分の病気、家族の病気

大きくなっていく子供について

自分が年を取ったときの生活について

毎日の食事

仕事がないこと

家がないこと

特に心配はない

その他の悩み

分からない

無回答

（n=650）

70.2 

17.9 

17.1 

35.8 

78.9 

6.4 

0.9 

0.6 

0% 20% 40% 60% 80%

健康

認知症

家族がいなく、人に知られないで死んでしまうこと

住むところがあるかどうか、またどこに住んでいるか

生活していくためのお金があるかどうか

その他

分からない

無回答

（n=346）
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２．日本語について 

質問 11 あなたはどのくらい会話で日本語が聞いてわかりますか？（単一回答） 

「普通の生活で使う会話ができる」が 51.1％と最も多く、次いで「相手がゆっくり話してくれれば分

かる」が 23.7％、「会話をしていて、全てはわからないが、ところどころ知っている単語がわかる」が

18.5％となっている。 

 
 

質問 12 どのくらい日本語を話したり読んだりできますか？（単一回答） 

「あいさつなどの日常会話なら話せ、簡単な漢字・ひらがな・カタカナが読める」が 45.2％と最も多

く、次いで「単語が話せ、ひらがな・カナタナが読める」が 24.0％、「職場の会議などで自分の意見を

発表でき、新聞や雑誌が読める」が 19.4％となっている。 

また、「まったく、話せないし、読めない」は 5.2％となっている。 

 
 

  

①

51.1%

②

23.7%

③

18.5%

④

3.8%

⑤

1.4%
⑥

0.3%
⑦

1.2%

（n=650）

① 普通の生活で使う会話ができる

② 相手がゆっくり話してくれれば分かる

③ 会話をしていて、全てはわからないが、ところどころ知っている単語がわかる

④ まったく聞き取れないし、分からない

⑤ その他

⑥ どれに当てはまるか分からない

⑦ 無回答

①

19.4%

②

45.2%

③

24.0%

④

5.2%

⑤

3.5%

⑥

1.7% ⑦

0.9%

（n=650）

① 職場の会議などで自分の意見を発表でき、新聞や雑誌が読める

② あいさつなどの日常会話なら話せ、簡単な漢字・ひらがな・カタカナが読める

③ 単語が話せ、ひらがな・カナタナが読める

④ まったく、話せないし、読めない

⑤ その他

⑥ 分からない

⑦ 無回答
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質問 13 日本語教室で日本語を学びたいですか？（単一回答） 

「学びたい」が 55.4％、「今、学んでいる」が 10.6％となっている。また、「学びたいと思わない」は

14.9％となっている。 

 

質問 14 次の日本語教室について知っていますか（複数回答） 

「分からない」が 35.5％と最も多く、次いで「ボランティア等による無料の日本語教室」が 34.9％、

「民間の有料の日本語教室」が 24.0％となっている。 

 

 

  

①

10.6%

②

55.4%

③

14.9%

④

11.5%

⑤

6.6%

⑥

0.9%

（n=650）

① 今、学んでいる

② 学びたい

③ 学びたいと思わない

④ その他

⑤ 分からない

⑥ 無回答

24.0 

34.9 

7.4 

4.3 

6.2 

7.8 

7.5 

35.5 

2.3 

0% 10% 20% 30% 40%

民間の有料の日本語教室

ボランティア等による無料の日本語教室

ボランティア等による有料の日本語教室

知り合いの日本人による日本語教室

知り合いの外国人による日本語教室

勤めている会社の日本語教室

その他

分からない

無回答

（n=650）
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問 13 で「１．学んでいる」、「２．学びたい」と答えた人に聞きます。を選んだ方にお聞きします。 

質問 15 どんな日本語教室で学びたい、または学んでいますか（複数回答） 

「ボランティアが行うただの日本語教室」が 52.4％と最も多く、次いで「民間の、お金を払う日本語

教室」が 15.4％、「勤めている会社」が 14.7％となっている。 

 

 

 

質問 16 どんなときに通訳や翻訳が必要ですか？（複数回答） 

「病院へ行くとき」が 54.6％と最も多く、次いで「市役所での健康保険や税金などの手続き」が 48.6％

となっている。また、「必要ない」は 25.1％となっている。 

 

 

  

15.4 

52.4 

12.4 

10.7 

7.9 

14.7 

7.9 

7.7 

7.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

民間の、お金を払う日本語教室

ボランティアが行うただの日本語教室

ボランティアが行うお金を払う日本語教室

知り合いの日本人

知り合いの外国人

勤めている会社

その他

分からない

無回答

（n=429）

54.6 

48.6 

19.8 

2.8 

9.1 

25.1 

6.8 

0.6 

1.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

病院へ行くとき

市役所での健康保険や税金などの手続き

学校に入る手続きや親・子ども・

先生との話し合いなど

買い物をするとき

近所の掃除や夏祭など近所の

イベントに参加するとき

必要ない

その他

分からない

無回答

（n=650）



 

13 

３．お知らせについて 

質問 17 自分の国の言葉で毎日の生活で必要なお知らせは、どこから得ますか？（３つまで選択） 

「知り合い・ともだち」が 58.3％と最も多く、次いで「Facebook」が 36.2％、「インターネットの 

ホームページ」が 20.9％となっている。 

 

 

質問 18 岡崎市のホームページ（city.okazaki.lg.jp）をどのように使っていますか？（単一回答） 

『見ている』と回答した外国人市民の割合（「日本語ページを見て使っている」と「外国語ページを見

て使っている」と「日本語ページも外国語ページも見て使っている」の合計）は約５割（47.3％）とな

っている。「見ても分からないので使っていない」は 24.3％であり、回答としては最も多くなっている。 

 

58.3 

12.2 

8.0 

2.5 

12.2 

14.3 

3.4 

11.8 

20.9 

36.2 

5.4 

3.7 

7.5 

0.6 

7.2 

6.9 

3.7 

1.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

知り合い・ともだち

市役所などの相談窓口

市役所のホームページ

岡崎市国際交流協会のホームページ

市役所が作る自分の国の言葉に翻訳されたチラシや冊子

テレビ・ラジオ

新聞・雑誌

同じ国のひとたちのグループ

インターネットのホームページ

Facebook

LINE

WhatsApp

WeChat

X（まえはTwitter)

Instagram

その他

分からない

無回答

（n=650）

①

17.7%

②

16.2%

③

13.4%

④

24.3%

⑤

8.3%

⑥

18.8%

⑦

1.4%

（n=650）

① 日本語ページを見て使っている

② 外国語ページを見て使っている

③ 日本語ページも外国語ページも見て使っている

④ 見ても分からないので使っていない

⑤ その他

⑥ 分からない

⑦ 無回答
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４．毎日の生活について 

質問 19 あなたの周りに住んでいる日本人とどのくらい付き合っていますか？（単一回答） 

「挨拶をする」が 41.2％と最も多く、次いで「時々話をする」が 23.7％、「親しく付き合っている」

が 19.7％となっている。 

 

質問 20 日本人とさらに付き合いたいですか（単一回答） 

『付き合いたい』と回答した外国人市民の割合（「とても付き合いたい」と「できれば付き合いたい」

の合計）は６割以上（64.9％）となっている。 

『付き合いたくない』と回答した外国人市民の割合（「付き合いたくない」と「できれば付き合いたく

ない」の合計）は 3.6％となっている。 

 

  

①

19.7%

②

23.7%
③

41.2%

④

11.4%

⑤

1.8%

⑥

1.4% ⑦

0.8%

（n=650）

① 親しく付き合っている

② 時々話をする

③ 挨拶をする

④ 付き合ってない

⑤ その他

⑥ 分からない

⑦ 無回答

①

29.1%

②

35.8%

③

24.0%

④

0.8%

⑤

2.8%

⑥

3.1%

⑦

3.8% ⑧

0.6%

（n=650）

① とても付き合いたい

② できれば付き合いたい

③ どちらでもよい

④ できれば付き合いたくない

⑤ 付き合いたくない

⑥ その他

⑦ 分からない

⑧ 無回答
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質問 21 近所のお祭りや掃除など、地域の行事に参加していますか？（単一回答） 

『参加している』と回答した外国人市民の割合（「参加している」と「たまに参加している」の合計）

は５割以上（56.6％）となっている。また、「全く参加していない」は 32.9％となっている。 

 

質問 21 で「３．全く参加していない」を選んだ方にお聞きします。 

質問 22 参加しない理由はどうしてですか？（複数回答） 

「行事のお知らせがなかったから」が 47.2％と最も多く、次いで「誘われないから（誘われれば参加

したい）」が 28.0％、「参加してもことばが分からないから」が 25.2％となっている。 

 

 
 

  

①

23.4%

②

33.2%

③

32.9%

④

2.8% ⑤

6.8%

⑥

0.9%

（n=650）

① 参加している

② たまに参加している

③ 全く参加していない

④ その他

⑤ 分からない

⑥ 無回答

47.2 

25.2 

28.0 

10.3 

22.4 

14.5 

2.3 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

行事のお知らせがなかったから

参加してもことばが分からないから

誘われないから（誘われれば参加したい）

行事の案内は分かるが、行事の内容に興味がないから

行事の案内にルビまたは自分の国の言葉がなく、

内容が分からなかったから

その他

分からない

無回答

（n=214）
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５．健康保険と年金について 

質問 23 健康保険や年金に入っていますか？（単一回答） 

「入っている」が 94.2％、「入っていない」が 1.8％となっている。 

 

質問 23 で「２．入っていない」を選んだ方にお聞きします。 

質問 24 入っていない理由は何ですか？（単一回答） 

（回答数が少ないため、参考値）「保険料が払えない」が 25.0％と最も多く、次いで「入らなくても

よいと思っている」が 16.7％、「内容がよく分からない」が 8.3％となっている。 

 
質問 23 で「２．入っていない」を選んだ方にお聞きします。 

質問 25 今後、生活に困らないようにするため何をしたいですか（複数回答） 

（回答数が少ないため、参考値）「市役所の外国人相談窓口で相談し、自分に合った支援制度を紹介し

てもらう」が 50.0％と最も多く、次いで「地元のコミュニティ通訳員に相談する」が 41.7％となってい

る。 

 

  

①

94.2%

②

1.8%

③

1.5%
④

1.4% ⑤

1.1%

（n=650）

① 入っている

② 入っていない

③ その他

④ わからない

⑤ 無回答

①

0.0%

②

8.3%

③

25.0%

④

16.7%

⑤

25.0%

⑥

0.0%

⑦

25.0%

（n=12）

① 内容を知らなかった

② 内容がよく分からない

③ 保険料が払えない

④ 入らなくてもよいと思っている

⑤ その他

⑥ 分からない

⑦ 無回答

50.0 

41.7 

16.7 

16.7 

8.3 

8.3 

25.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

市役所の外国人相談窓口で相談し、

自分に合った支援制度を紹介してもらう

地元のコミュニティ通訳員に相談する

同国人のコミュニティに相談する

いろいろな制度を学習する

その他

分からない

無回答

（n=12）



 

17 

６．子どもの教育について 

子どもがいる人にお聞きします。 

質問 26 あなたの子どもの教育について、心配していることは何ですか？（複数回答） 

「子どもがいじめられる」が 18.5％と最も多く、次いで「学校で勉強するためにかかるお金が高い」

が 15.5％となっている。また、「特に心配していない」は 11.4％となっている。 

 

 

 

※「無回答」が多い理由として、子どもがいない人が回答していないためと考えられる。 

  

9.7 

10.6 

15.5 

18.5 

8.8 

6.3 

4.0 

7.2 

9.5 

9.8 

7.2 

4.3 

4.6 

11.4 

5.2 

5.7 

40.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

子どもが日本語を話せない

授業の内容が分からない

学校で勉強するためにかかるお金が高い

子どもがいじめられる

子どもに友人ができない

子どもの友人の親と仲良くなれない

子どもの友人の親と知り合うきっかけや場所がわからない

自分の国の言葉・文化を教えられない

進学について

学校からの手紙が読めない

子どもが自分の国の言葉が分からない

学校のルールが分からない

子どものことについて自分がよく分かっていない

特に心配していない

その他

分からない

無回答

（n=650）
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７．災害について 

質問 27 地震や強い雨などの災害に対する準備をしていますか？（複数回答） 

「食べ物や懐中電灯・ラジオを用意している」が 47.5％と最も多く、次いで「避難所がどこかを知っ

ている」が 47.4％、「家族や知人と連絡のやり方を決めている」が 28.0％となっている。また、「特に準

備はしていない」は 17.1％となっている。 

 

 
 

質問 28 地震や強い雨などのお知らせはどこで知りますか？（複数回答） 

「インターネット」が 69.4％と最も多く、次いで「テレビやラジオの放送（日本語）」が 48.6％、 

「知人や友人から」が 32.6％となっている。 

 

 

  

47.4 

28.0 

17.2 

47.5 

17.1 

3.2 

3.4 

1.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

避難所がどこかを知っている

家族や知人と連絡のやり方を決めている

防災の練習に参加している

食べ物や懐中電灯・ラジオを用意している

特に準備はしていない

その他

分からない

無回答

（n=650）

48.6 

11.8 

12.3 

32.6 

69.4 

4.8 

1.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

テレビやラジオの放送（日本語）

テレビやラジオの放送（外国語）

市のお知らせやホームページ

知人や友人から

インターネット

その他

無回答

（n=650）
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質問 29 誰に、またはどこに頼りますか。（複数回答） 

「家族・親戚」が 52.3％と最も多く、次いで「友人（外国人）」が 39.4％、「会社」が 26.3％となっ

ている。 

 

８．コミュニティ通訳員について 

質問 30 コミュニティ通訳員になってもらうことはできますか？（単一回答） 

「できません」が 47.5％、「できます」が 20.9％となっている。 

 

52.3 

39.4 

19.8 

12.9 

8.8 

11.7 

10.8 

17.1 

26.3 

7.4 

6.3 

21.8 

4.2 

6.3 

1.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

家族・親戚

友人（外国人）

友人（日本人）

同じ国の人たちのグループ

近所の人（外国人）

近所の人（日本人）

町内会の（近所の人たちのグループ）

市役所

会社

学校

教会など

大使館・領事館

その他

分からない

無回答

（n=650）

①

20.9 

②

47.5 

③

29.1 

④

2.5 

（n=650）

① できます

② できません

③ わからない

④ 無回答
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Ⅳ.日本人市民の調査結果 

１．回答者の属性 

問１ 年齢（単一回答） 

「70 代以上」が 30.2％、次いで「40 代」が 18.5％、「50 代」が 17.3％となっている。 

 
問２ 職業（単一回答） 

「会社員」が 28.8％と最も多く、次いで「無職」が 20.4％、「アルバイト・パート」が 18.5％となっ

ている。 

 

問３ 居住地（単一回答） 

「中央（２～８以外）」が 27.4％、次いで「南部（岡崎・羽根・小豆坂・城南・福岡・上地学区）」が

19.8％、「矢作（矢作東・矢作南・矢作西・矢作北・北野学区）」が 13.2％となっている。 

  

①

9.1% ②

10.5%

③

18.5%

④

17.3%

⑤

14.2%

⑥

30.2%

⑦

0.2%

① 10代、20代

② 30代

③ 40代

④ 50代

⑤ 60代

⑥ 70代以上

⑦ 無回答

（n=514）

①

28.8%

②

5.4%

③

4.9%
④

0.4%

⑤

18.5%

⑥

14.6%

⑦

20.4%

⑧

2.9%

⑨

1.4%

⑩

2.3%
⑪

0.4%

（n=514）

① 会社員

② 公務員・団体職員

③ 自営業

④ 農業・林業

⑤ アルバイト・パート

⑥ 専業主婦・主夫

⑦ 無職

⑧ 学生

⑨ 会社役員

⑩ その他

⑪ 無回答

①

27.4%

②

19.8%③

10.5%④

6.0%

⑤

11.3%

⑥

13.2%

⑦

8.9%

⑧

2.5%
⑨

0.2%

（n=514）

① 中央（２～８以外）

② 南部（岡崎・羽根・小豆坂・城南・福岡・上地学区）

③ 大平（男川・美合・緑丘・秦梨・生平学区）

④ 東部（竜谷・藤川・山中・本宿学区）

⑤ 岩津（岩津・大樹寺・大門・恵田・細川・奥殿学区）

⑥ 矢作（矢作東・矢作南・矢作西・矢作北・北野学区）

⑦ 六ツ美（六ツ美中部・北部・南部・西部学区）

⑧ 額田（夏山・豊富・宮崎・形埜・下山学区）

⑨ 無回答
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２．外国人市民との共生について 

問４ あなたは、近所に住んでいる外国人とどのような付き合いがありますか。（単一回答） 

「全く話をしない」が 23.9％、「挨拶程度ならする」が 15.6％となっている。「近所に住んでいない

（知らない）」は 55.4％であり、回答としては最も多かった。 

 

問５ あなたのお住まいの地域や、仕事上での外国人との関わりの中で戸惑うことがありますか。 

（単一回答） 

「特にない」が 41.1％、「ある」が 15.8％となっている。「近所に住んでいない（知らない)」は 42.8％

であり、回答としては最も多かった。 

 
 

  

①

23.9%

②

15.6%

③

3.9%
④

1.2%

⑤

55.4%

⑥

0.0%

① 全く話をしない

② 挨拶程度ならする

③ 時々話をすることがある

④ 親しく付き合っている

⑤ 近所に住んでいない（知らない）

⑥ 無回答

（n=514）

①

15.8%

②

41.1%

③

42.8%

④

0.4%

① ある

② 特にない

③ 近所に住んでいない（知らない)

④ 無回答

（n=514）
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質問５で「１．ある」を選んだ方にお聞きします。 

問６ どのようなことでしたか。（３つまで選択） 

「コミュニケーション不足」が 33.3％と最も多く、次いで「文化や価値観が違う」が 32.1％、「夜遅

くまで騒ぐ」が 30.9％となっている。 

 

 

「その他」の主な回答 

・言葉が通じないのが不安 

・私自身がどう関わっていいかわからなくて戸惑ってしまう｡相手には問題なし 

・時間を守らない   など 

  

25.9 

30.9 

21.0 

12.3 

0.0 

1.2 

1.2 

32.1 

33.3 

18.5 

2.5 

0% 10% 20% 30% 40%

ごみを分別して出さない

夜遅くまで騒ぐ

路上駐車など交通ルールを守らない

町内清掃などの地元の活動に参加しない

町内会費を払わない

すぐ引っ越す

すぐ転職する

文化や価値観が違う

コミュニケーション不足

その他

無回答

（n=81）
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問７ 地域で暮らす外国人にどのようなことを期待しますか。（複数回答） 

「日本の法律やごみの分別などの生活ルールを守ってほしい」が 67.7％と最も多く、次いで「日本の

習慣や文化を理解してほしい」が 53.1％、「日本語を話せるようになってほしい」が 28.4％となってい

る。 

 

「その他」の主な回答 

・外国の子どもの遊びなどを、地域の遊びとして取り入れたら、日本の子どもたちも文化に触れ合えて､

遊びを通して仲良くなれるのではないか 

・慣れないところでの生活の中で、困っていることなどは聞いてほしい   など 

  

67.7 

53.1 

28.4 

20.0 

16.5 

2.9 

12.1 

1.8 

0% 20% 40% 60% 80%

日本の法律やごみの分別などの生活ルールを守ってほしい

日本の習慣や文化を理解してほしい

日本語を話せるようになってほしい

町内の活動に参加するなど、地域の行事に積極的に参加してほしい

外国人の目から見た地域づくりのアドバイスをしてほしい

その他

特にない

無回答

（n=514）
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問８ あなたは、岡崎市に在住する外国人が増えることに対してどう思いますか。（複数回答） 

「外国の言葉・文化・習慣を知る機会が増えるので、望ましい」が 37.0％と最も多く、次いで「少子

化を労働力として補うことで経済的な発展につながり、望ましい」が 34.6％、「治安が悪化する可能性

があり、望ましくない」が 32.9％となっている。 

 

 

「その他」の主な回答 

・治安悪化、人種差別がなければ特別問題はない 

・日本の良さを感じてほしい 

・相互理解が必要 

・いろんな文化や言葉を共有できるのでいい部分もあるが、習慣や文化の違いからくるトラブルの心配

もある   など 

 

  

37.0 

26.3 

34.6 

14.6 

32.9 

31.1 

11.5 

8.9 

2.7 

0% 10% 20% 30% 40%

外国の言葉・文化・習慣を知る機会が増えるので、望ましい

外国人と交流できるので、望ましい

少子化を労働力として補うことで経済的な発展につながり、望ましい

納税者が増えるので望ましい

治安が悪化する可能性があり、望ましくない

習慣や文化の違いから、外国人とトラブルが起こるので、望ましくない

外国人向けの施策、インフラが必要になるなど、

社会的な負担が増えるので、望ましくない

その他

無回答

（n=514）
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問９ 日本人と外国人との円滑な共生を推進していくためには、どのようなとりくみが重要だと 

思いますか。（複数回答） 

「外国人に対して、地域の規則やごみ出しなど生活ルールを教える」が 70.8％と最も多く、次いで「小

中学校へ語学相談員を配置するなど、外国人の子どもに対する教育を充実させる」が 45.1％、「外国語

での情報提供を充実する」が 44.9％となっている。 

 

 

「その他」の主な回答 

・マナー教室を開催する。交流を深めるためにイベントや交流会の回数を多くする。回数を増やす事に

より信頼関係ができやすくする 

・小中学校で子どもたちの母国語で教えられる教師の配置   など 

 

  

44.9 

43.2 

70.8 

21.0 

45.1 

34.2 

22.0 

23.0 

36.6 

25.9 

30.4 

13.2 

26.8 

22.4 

11.1 

11.7 

38.1 

10.9 

3.9 

2.7 

0% 20% 40% 60% 80%

外国語での情報提供を充実する

日本語教室を開催するなど、外国人の日本語学習を支援する

外国人に対して、地域の規則やごみ出しなど

生活ルールを教える

アパートや公営住宅など住居を確保しやすい環境をつくる

小中学校へ語学相談員を配置するなど、

外国人の子どもに対する教育を充実させる

外国語対応のできる病院の周知など、外国人が

医療サービスを受けやすい環境をつくる

外国人に対して、母子保健や保育、

高齢者・障害者に対する福祉制度を周知させる

ハローワークや外国人雇用企業等と連携して日本人と同等な

雇用条件や人権の保障などにより外国人の岡崎市での定着を促す

外国人に対して、災害時の対応方法を周知する

地域の行事、イベントなどに外国人が参加しやすい環境を

つくるとともに外国人雇用企業もそれを奨励する

日本人が、外国の生活習慣や文化についての理解を深める

日本人との共生のかけはしとなる留学生の支援をする

日本人と外国人との交流の機会をつくる

日本語学習の支援や通訳などで外国人を支援する

ボランティアを育成する

同じ出身の外国人どうしが助け合う組織を育成する

日本の教育制度と異なる海外の教育制度を日本人に周知し、

外国にルーツを持つ児童生徒の教育について考える

外国人市民をお客様ではなく、同じ地域社会に住む

仲間として受け入れる

総代が積極的に外国人市民を把握し、町内会に

巻き込むよう努力する

その他

無回答

（n=514）
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３．国際理解について 

問 10 あなたは、ホームステイや外国人との交流イベントなど国際交流に関心がありますか。 

（単一回答） 

『ある』と回答した日本人市民の割合（「非常にある」と「ややある」の合計）は約３割（31.0％）、

『ない』（「全くない」と「あまりない」の合計）は約７割（68.1％）となっている。 

 

問 11 あなたは、国際情勢や外国の文化などに関することで、どのようなことに関心をもって 

いますか。（複数回答） 

「地球温暖化など、地球環境に関すること」が 41.4％と最も多く、次いで「日本で生活する外国人に

関すること」が 34.6％、「外国の食文化に関すること」が 27.2％となっている。 

 

 

「その他」の主な回答 

・戦争や経済 

・外国の文学 

・思考や政治、男女の差別、家事分担   など 

  

①

4.3%

②

26.7%

③

42.0%

④

26.1%

⑤

1.0%

① 非常にある

② ややある

③ あまりない

④ 全くない

⑤ 無回答

（n=514）

21.8 

41.4 

34.6 

26.5 

27.2 

16.0 

1.9 

18.5 

1.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

発展途上国の支援など、国際協力活動に関すること

地球温暖化など、地球環境に関すること

日本で生活する外国人に関すること

外国の歴史や風俗・習慣に関すること

外国の食文化に関すること

外国の音楽に関すること

その他

特に関心はない

無回答

（n=514）



 

27 

問 12 岡崎市民の国際理解の増進を図るためには、どのようなとりくみが重要だと思いますか。 

（複数回答） 

「子どもへの国際理解教育を充実する」が 55.6％と最も多く、次いで「在住外国人との交流の機会を

充実する」が 35.6％、「外国人との交流会の開催など国際交流に関する市民活動を支援する」が 24.1％

となっている。 

 

 

「その他」の主な回答 

・文化の違いを知りお互いに理解しあうこと 

・「外国人」といえども市民の１人であって、市民としての行政サービスが届いているか監視する 

・劣悪な労働環境の企業で、外国人労働者に負担がかからないように、行政が管理を行い、差別のない

社会を築けるよう対策をつくってほしい   など 

  

55.6 

23.7 

23.2 

35.6 

22.2 

15.0 

24.1 

14.8 

5.4 

6.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

子どもへの国際理解教育を充実する

貧困や環境問題などの世界的な問題に関する講座を開催する

外国の歴史や文化に関する講座を開催する

在住外国人との交流の機会を充実する

姉妹友好都市など海外都市との交流を促進する

ホームステイの受入れ体制を整備する

外国人との交流会の開催など国際交流に関する市民活動を支援する

フェアトレード商品の販売など発展途上国を支援する市民活動を支援する

その他

無回答

（n=514）
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Ⅴ.調査票 
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